
平
成
二
十
二
年
八
月
四
日
提
出

質

問

第

三

八

号

陵
墓
に
治
定
さ
れ
て
い
る
古
墳
の
祭
祀
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

�

井

英

勝
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陵
墓
に
治
定
さ
れ
て
い
る
古
墳
の
祭
祀
に
関
す
る
質
問
主
意
書

皇
室
の
先
祖
や
皇
室
関
係
者
が
葬
ら
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
戦
前
に
陵
墓
（
陵
墓
参
考
地
を
含
む
。
以
下
、
こ
の
質
問

に
お
い
て
陵
墓
と
略
）
に
治
定
し
、
現
在
も
宮
内
庁
が
管
理
し
て
い
る
古
墳
が
多
数
あ
る
。
陵
墓
で
は
皇
室
に
よ
っ
て
式
年
祭

等
の
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
皇
室
の
私
的
な
祭
祀
に
宮
内
庁
職
員
や
そ
れ
以
外
の
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
も
参
列
し

て
い
る
。
具
体
例
と
し
て
本
年
二
月
十
三
日
の
大
阪
府
堺
市
の
田
出
井
山
古
墳
（
宮
内
庁
に
よ
れ
ば
反
正
天
皇
陵
）
と
、
本
年

四
月
一
日
の
大
阪
府
羽
曳
野
市
の
誉
田
御
廟
山
古
墳
（
同
じ
く
応
神
天
皇
陵
）
で
の
式
年
祭
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

本
年
六
月
十
四
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
で
、
憲
法
が
定
め
た
政
教
分
離
の
原
則
と
の
関
係
を
問
う
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る

答
弁
書
は
「
国
家
公
務
員
の
参
列
に
つ
い
て
は
儀
礼
的
な
も
の
で
憲
法
上
の
問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
」
、
「
地
方
公

務
員
の
参
列
に
つ
い
て
は
答
弁
す
る
立
場
に
な
い
」
旨
の
も
の
で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

（
一
）

宮
内
庁
に
よ
れ
ば
、
「
陵
墓
に
お
け
る
祭
祀
は
、
皇
室
の
伝
統
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も

の
」
と
あ
る
が
（
二
〇
〇
九
年
七
月
十
七
日
閣
議
決
定
の
答
弁
書
）
、
「
古
く
か
ら
」
と
は
具
体
的
に
い
つ
か
ら
か
。

ま
た
、
今
に
至
る
ま
で
す
べ
て
の
古
墳
時
代
の
陵
墓
で
、
祭
祀
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
連
綿
と
続
け
ら
れ
て
き
た
の

一



か
。
証
拠
を
示
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
二
）

宮
内
庁
は
、
箸
墓
古
墳
に
は
孝
霊
天
皇
の
娘
で
あ
る
ヤ
マ
ト
ト
ト
ヒ
モ
モ
ソ
ヒ
メ
が
葬
ら
れ
て
い
る
と
定
め
、
「
大

市
墓
」
と
い
う
名
前
の
陵
墓
と
し
て
管
理
し
て
い
る
。
宮
内
庁
は
、
孝
霊
天
皇
の
皇
女
で
あ
る
ヤ
マ
ト
ト
ト
ヒ
モ
モ
ソ

ヒ
メ
の
没
年
や
箸
墓
古
墳
の
築
造
年
代
に
つ
い
て
は
、
日
本
書
紀
に
記
述
が
な
い
と
い
う
。
ヤ
マ
ト
ト
ト
ヒ
モ
モ
ソ
ヒ

メ
の
父
で
あ
る
孝
霊
天
皇
が
葬
ら
れ
た
の
は
日
本
書
紀
に
よ
る
孝
元
天
皇
六
年
で
、
そ
れ
は
紀
元
前
二
〇
九
年
に
相
当

す
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
（
二
〇
一
〇
年
六
月
二
十
二
日
閣
議
決
定
の
答
弁
書
）
。
一
方
で
文
化
庁
は
、
箸
墓

古
墳
の
築
造
時
期
に
つ
い
て
三
世
紀
の
中
頃
か
ら
後
半
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
見
解
を
述
べ
て
い
る
（
二
〇
〇
九
年
二

月
二
十
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
四
分
科
会
）
。

こ
れ
は
、
孝
霊
天
皇
は
紀
元
前
二
〇
九
年
に
死
没
し
、
そ
の
娘
で
あ
る
ヤ
マ
ト
ト
ト
ヒ
モ
モ
ソ
ヒ
メ
は
箸
墓
古
墳
が

築
か
れ
る
三
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
ま
で
、
四
百
年
か
ら
五
百
年
近
く
生
存
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

（
三
）

宮
内
庁
は
「
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
に
つ
い
て
は
、
現
に
皇
室
に
お
い
て
祭
祀
が
継
続
し
て
行
わ
れ
、
皇
室
と
国
民
の

追
慕
尊
崇
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
静
安
と
尊
厳
の
保
持
が
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
」
（
二
〇
〇
九
年
七
月
六

日
閣
議
決
定
の
答
弁
書
）
と
示
し
て
い
る
が
、
「
祭
祀
が
継
続
し
て
行
わ
れ
追
慕
尊
崇
の
対
象
な
の
で
、
静
安
と
尊
厳

二



の
保
持
が
最
も
重
要
で
あ
る
」
と
考
え
る
理
由
を
分
か
り
や
す
く
答
え
ら
れ
た
い
。

（
四
）

文
化
庁
に
よ
れ
ば
、
「
古
墳
の
被
葬
者
が
発
掘
調
査
で
判
明
す
る
こ
と
は
非
常
に
ま
れ
」
と
い
う
見
解
で
あ
る
（
二

〇
〇
九
年
六
月
二
十
四
日
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
）
。
宮
内
庁
が
「
古
代
高
塚
式
の
陵
墓
又
は
陵
墓
参
考
地
」
と
し
て

管
理
し
て
い
る
百
二
十
一
の
古
墳
の
各
々
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
皇
室
の
先
祖
が
葬
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
証
拠
を
明
示
さ

れ
た
い
。

（
五
）

宮
内
庁
が
「
古
代
高
塚
式
の
陵
墓
又
は
陵
墓
参
考
地
」
と
し
て
管
理
し
て
い
る
百
二
十
一
の
古
墳
の
各
々
に
つ
い

て
、
陵
墓
の
名
称
・
考
古
学
上
の
名
称
・
被
葬
者
名
（
ル
ビ
付
）
・
所
在
地
・
治
定
年
月
日
（
西
暦
に
よ
る
）
を
分
か

り
や
す
く
示
さ
れ
た
い
。

（
六
）

陵
墓
の
環
境
の
静
安
と
被
葬
者
の
尊
厳
の
保
持
と
、
陵
墓
の
墳
丘
最
下
段
テ
ラ
ス
よ
り
も
上
に
登
る
学
術
調
査
と

は
、
学
術
調
査
が
い
か
な
る
内
容
の
も
の
で
も
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
考
え
か
。

（
七
）

宮
内
庁
職
員
で
あ
れ
ば
、
管
理
の
た
め
に
陵
墓
の
墳
丘
最
下
段
テ
ラ
ス
よ
り
も
上
に
登
っ
て
も
静
安
と
尊
厳
を
保
持

す
る
こ
と
が
で
き
、
宮
内
庁
職
員
で
な
け
れ
ば
、
墳
丘
最
下
段
テ
ラ
ス
よ
り
も
上
に
登
っ
て
墳
丘
表
面
の
観
察
を
す
る

だ
け
で
も
静
安
と
尊
厳
の
保
持
が
で
き
な
い
と
い
う
明
確
な
理
由
を
、
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
た
い
。

三



（
八
）

宮
内
庁
職
員
が
陵
墓
の
墳
丘
最
下
段
テ
ラ
ス
よ
り
も
上
に
登
る
場
合
は
、
ど
う
い
う
手
続
き
を
経
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
登
る
場
合
に
は
何
ら
か
の
祭
祀
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

（
九
）

宮
内
庁
が
提
出
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
堺
市
の
田
出
井
山
古
墳
（
宮
内
庁
に
よ
れ
ば
反
正
天
皇
陵
）
と
羽
曳
野
市
の

誉
田
御
廟
山
古
墳
（
同
じ
く
応
神
天
皇
陵
）
で
の
式
年
祭
の
次
第
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

午
前
九
時
三
十
分
、
陵
所
を
装
飾
す
る
。

同

十
時
、
勅
使
が
参
進
し
て
本
位
に
就
く
。

次
に
神
饌
を
供
す
る
。

こ
の
間
、
楽
を
奏
す
る
。

次
に
掌
典
が
祝
詞
を
奏
す
る
。

次
に
幣
物
を
供
す
る
。

次
に
勅
使
が
拝
礼
の
上
、
御
祭
文
を
奏
す
る
。

次
に
幣
物
及
び
神
饌
を
撤
す
る
。

こ
の
間
、
楽
を
奏
す
る
。

四



次
に
各
退
下
す
る
。

〇

皇
族
、
公
務
員
、
有
位
者
及
び
有
勲
者
並
び
に
縁
故
者
、
門
跡
寺
院
の
住
職
及
び
尼
門
跡
寺
院
の
住
職
が
参
列

す
る
場
合
は
、
勅
使
参
進
の
前
に
着
床
し
、
御
祭
文
奏
上
の
後
に
拝
礼
す
る
。

宮
内
庁
に
よ
れ
ば
、
陵
墓
に
お
け
る
祭
祀
が
神
道
の
形
式
に
よ
る
も
の
か
否
か
を
答
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
（
二

〇
〇
九
年
七
月
十
七
日
閣
議
決
定
の
答
弁
書
）
と
の
こ
と
だ
が
、
陵
墓
の
拝
所
に
は
鳥
居
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

陵
墓
の
式
年
祭
で
は
次
第
の
よ
う
に
、
神
饌
を
供
し
、
掌
典
が
祝
詞
を
奏
し
、
幣
物
を
供
す
る
。
鳥
居
の
設
置
や
こ
れ

ら
の
行
為
と
神
道
と
は
、
ど
う
い
う
関
係
が
あ
る
の
か
。
全
く
関
係
が
な
い
の
か
。

（
十
）

「
陵
所
を
装
飾
す
る
」
、
「
神
饌
を
供
す
る
」
、
「
楽
を
奏
す
る
」
、
「
幣
物
を
供
す
る
」
、
「
幣
物
及
び
神
饌
を

撤
す
る
」
主
体
は
そ
れ
ぞ
れ
誰
か
。

（
十
一
）

勅
使
、
掌
典
、
「
陵
所
を
装
飾
す
る
」
者
、
「
神
饌
を
供
す
る
」
者
、
「
楽
を
奏
す
る
」
者
、
「
幣
物
を
供
す

る
」
者
、
「
幣
物
及
び
神
饌
を
撤
す
る
」
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
公
務
員
か
否
か
。
公
務
員
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
い
う
立
場

の
者
か
。

五



（
十
二
）

鳥
居
を
含
め
た
陵
墓
の
拝
所
は
国
有
財
産
か
。
そ
の
管
理
は
誰
が
行
っ
て
い
る
の
か
。

（
十
三
）

本
年
六
月
二
十
二
日
閣
議
決
定
の
答
弁
書
で
は
「
国
家
公
務
員
に
よ
る
参
列
は
、
陵
墓
に
お
い
て
皇
室
が
祖
先
を

弔
う
目
的
で
行
う
行
事
に
際
し
、
平
素
か
ら
陵
墓
の
管
理
等
に
携
わ
る
者
が
儀
礼
的
に
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
憲
法
上

の
問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
あ
る
が
、
「
管
理
等
」
の
「
等
」
と
は
何
を
示
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
内
容

を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
十
四
）

儀
礼
的
で
あ
れ
ば
、
皇
室
の
宗
教
的
行
為
で
あ
る
祭
祀
に
参
列
し
て
も
憲
法
上
の
問
題
が
な
い
の
か
。
儀
礼
的
な

も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
明
確
に
答
え
ら
れ
た
い
。

（
十
五
）

田
出
井
山
古
墳
と
誉
田
御
廟
山
古
墳
で
の
国
家
公
務
員
の
式
年
祭
へ
の
参
列
が
、
儀
礼
的
で
あ
っ
た
と
い
う
根
拠

を
明
示
さ
れ
た
い
。

（
十
六
）

本
年
六
月
二
十
二
日
閣
議
決
定
の
答
弁
書
で
は
「
地
方
公
務
員
に
よ
る
参
列
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
す
る
立
場
に

な
い
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
答
え
る
立
場
に
な
い
の
か
。
答
え
る
立
場
に
あ
る
者
は
誰
か
。

（
十
七
）

宮
内
庁
が
提
出
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
田
出
井
山
古
墳
で
の
「
反
正
天
皇
の
千
六
百
年
式
年
祭
」
と
誉
田
御
廟
山

古
墳
で
の
「
応
神
天
皇
の
千
七
百
年
式
年
祭
」
に
つ
い
て
、
以
下
に
掲
げ
る
公
務
員
に
対
し
、
宮
内
庁
書
陵
部
古
市
陵

六



墓
監
区
事
務
所
長
名
で
「
反
正
天
皇
山
陵
千
六
百
年
式
年
祭
の
儀
」
と
「
応
神
天
皇
山
陵
千
七
百
年
式
年
祭
の
儀
」
の

執
行
と
参
列
の
案
内
を
送
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
公
務
員
を
送
り
先
と
し
て
選
ん
だ
基
準
や
根
拠
は
何
で
、
誰
が
選
ん

だ
の
か
。

〔
反
正
天
皇
の
千
六
百
年
式
年
祭
〕

大
阪
地
方
裁
判
所
所
長

大
阪
家
庭
裁
判
所
所
長

大
阪
地
方
検
察
庁
検
事
正

大
阪
地
方
検
察
庁
事
務
局
長

大
阪
地
方
検
察
庁
堺
支
部
長

大
阪
法
務
局
堺
支
局
長

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
局
長

国
土
交
通
省

近
畿
整
備
局
河
川
部
長

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
大
和
川
河
川
事
務
所
長

大
阪
府
知
事

大
阪
府
府

議
会
議
長

大
阪
府
府
議
会
副
議
長

大
阪
府
教
育
委
員
会
委
員
長

大
阪
府
教
育
長

大
阪
府
警
本
部
本

部
長

大
阪
府
堺
警
察
署
署
長

大
阪
府
鳳
土
木
事
務
所
所
長

大
阪
府
立
三
国
ヶ
丘
高
等
学
校
校
長

堺

市
長

堺
市
市
議
会
議
長

堺
市
市
議
会
副
議
長

堺
市
副
市
長

堺
市
教
育
委
員
会
委
員
長

堺
市
教

育
長

堺
市
博
物
館
長

堺
市
市
長
公
室
室
長

堺
市
市
長
公
室
理
事

堺
市
建
築
局
長

堺
市
消
防
局

長

堺
市
堺
消
防
署
署
長

堺
区
長

堺
市
立
三
国
ヶ
丘
小
学
校
校
長

堺
市
立
三
国
ヶ
丘
中
学
校
校
長

宮
内
庁
京
都
事
務
所
所
長

宮
内
庁
京
都
事
務
所
次
長

宮
内
庁
京
都
事
務
所
庶
務
課
長

宮
内
庁
京
都
事
務

七



所
管
理
課
長

宮
内
庁
京
都
事
務
所
工
務
課
長

宮
内
庁
京
都
事
務
所
林
園
課
長

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
所

長

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
庶
務
課
長

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
保
存
課
長

桃
山
陵
墓
監
区
事
務
所
所
長

桃
山
陵
墓
監
区
事
務
所
職
員
代
表

畝
傍
陵
墓
監
区
事
務
所
所
長

畝
傍
陵
墓
監
区
事
務
所
職
員
代
表

月
輪

陵
墓
監
区
事
務
所
所
長

月
輪
陵
墓
監
区
事
務
所
職
員
代
表

皇
宮
警
察
京
都
護
衛
署
署
長

皇
宮
警
察
京
都

護
衛
署
副
署
長

宮
内
庁
次
長

書
陵
部
代
表

〔
応
神
天
皇
の
千
七
百
年
式
年
祭
〕

大
阪
地
方
裁
判
所
所
長

大
阪
家
庭
裁
判
所
所
長

大
阪
地
方
検
察
庁
検
事
正

大
阪
地
方
検
察
庁
事
務
局
長

大
阪
地
方
検
察
庁
堺
支
部
長

羽
曳
野
区
検
察
庁
副
検
事

大
阪
法
務
局
富
田
林
支
局
長

国
土
交
通
省
近
畿

整
備
局
長

国
土
交
通
省
近
畿
整
備
局
河
川
部
長

国
土
交
通
省
近
畿
整
備
局
大
和
川
河
川
事
務
所
長

大
阪

府
知
事

大
阪
府
府
議
会
議
長

大
阪
府
府
議
会
副
議
長

大
阪
府
教
育
委
員
長

大
阪
府
教
育
長

大

阪
府
警
察
本
部
長

羽
曳
野
警
察
署
長

大
阪
府
富
田
林
土
木
事
務
所
長

羽
曳
野
市
長

羽
曳
野
市
議
会

議
長

羽
曳
野
市
議
会
副
議
長

羽
曳
野
市
副
市
長

羽
曳
野
市
教
育
委
員
長

羽
曳
野
市
教
育
長

羽

曳
野
市
市
長
公
室
長

柏
原
羽
曳
野
藤
井
寺
消
防
組
合
消
防
局
長

羽
曳
野
市
立
古
市
小
学
校
長

羽
曳
野
市

八



立
誉
田
中
学
校
長

宮
内
庁
京
都
事
務
所
所
長

宮
内
庁
京
都
事
務
所
次
長

宮
内
庁
京
都
事
務
所
庶
務
課
長

宮
内
庁
京
都
事
務
所
管
理
課
長

宮
内
庁
京
都
事
務
所
工
務
課
長

宮
内
庁
京
都
事
務
所
林
園
課
長

宮
内
庁

正
倉
院
事
務
所
所
長

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
庶
務
課
長

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
保
存
課
長

桃
山
陵
墓
監

区
事
務
所
所
長

桃
山
陵
墓
監
区
事
務
所
職
員
代
表

畝
傍
陵
墓
監
区
事
務
所
所
長

畝
傍
陵
墓
監
区
事
務
所

職
員
代
表

月
輪
陵
墓
監
区
事
務
所
所
長

月
輪
陵
墓
監
区
事
務
所
職
員
代
表

皇
宮
警
察
京
都
護
衛
署
署
長

皇
宮
警
察
京
都
護
衛
署
副
署
長

宮
内
庁
次
長

書
陵
部
代
表

（
十
八
）

こ
れ
ら
祭
祀
（
式
年
祭
）
の
執
行
と
参
列
の
案
内
を
送
っ
た
相
手
は
、
平
素
か
ら
陵
墓
の
管
理
等
に
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
携
わ
っ
て
い
る
の
か
。
各
々
に
つ
い
て
具
体
的
に
答
え
ら
れ
た
い
。

（
十
九
）

皇
室
に
よ
る
陵
墓
の
祭
祀
に
つ
い
て
、
皇
室
以
外
の
公
務
員
に
対
し
、
な
ぜ
祭
祀
の
執
行
と
参
列
の
案
内
を
送
る

必
要
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
案
内
送
付
の
決
裁
は
誰
が
行
っ
た
の
か
。

右
質
問
す
る
。

九


